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（教科書 p.112） 
一般に，𝑎 を 1 以外の正の数とするとき， 

指数関数 𝑦 = 𝑎𝑥 のグラフからわかるように， 

与えられた正の数 𝑀 に対して 

𝑎𝑝 = 𝑀 

となる 𝑝 の値がただ 1 つ定まる。 

この 𝑝 を（①  log𝑎 𝑀  ）で表し， 

𝑎 を（②  底  ）とする 𝑀 の 

（③  対数  ）という。 

また，𝑀 を log𝑎 𝑀 の（④  真数  ）という。 

 

指数と対数 

𝑎 を 1 以外の正の数，𝑀 を正の数とするとき 
𝒂𝒑 = 𝑴  ⇔   𝐥𝐥𝐥𝒂 𝑴 = 𝒑 

 

 

(1) 23 = 8 であるから  log2 8 = 3 

 

(2) 2−3 = 1
23

= 1
8
 であるから  log2

1
8

= −3 

 

次の等式を log𝑎 𝑀 = 𝑝 の形に表しなさい。 

(1) 102 = 100 

log10 100 = 2 

 

(2) 34 = 81 

log3 81 = 4 

 

(3) 5−2 =
1

25
 

log5
1

25
= −2 

 

 

次の等式を 𝑎𝑝 = 𝑀 の形に表しなさい。 

(1) log2 16 = 4 

24 = 16 

 

(2) log3
1

9
= −2 

3−2 =
1
9
 

 

(1) log3 𝑀 = 2 ⇔ 3（  2  ） = 𝑀 
であるから，log3 𝑀 = 2 を満たす 𝑀 の値は 

𝑀 = 3（  2  ） = 9 

 

(2) log𝑎 27 = 3 ⇔𝑎（  3  ） = 27 

であるから，log𝑎 27 = 3 を満たす 𝑎 の値は 

𝑎 = 3 

 

次の等式を満たす 𝑀, 𝑎 の値を求めなさい。 

(1) log2 𝑀 = 4 

log2 𝑀 = 4 ⇔ 24 = 𝑀 

であるから，log2 𝑀 = 4 を満たす 𝑀 の値は 

𝑀 = 24 = 16 

 
(2) log5 𝑀 = 3 

log5 𝑀 = 3 ⇔ 53 = 𝑀 

であるから，log5 𝑀 = 3を満たす 𝑀 の値は 

𝑀 = 53 = 125 

 
(3) log𝑎 81 = 2 

log𝑎 81 = 2 ⇔ 𝑎2 = 81 

であるから，log𝑎 81 = 2を満たす 𝑎 の値は 

𝑎 = 9 

  

2 節 対数関数 

１ 対数 

例１ 

問１ 
 

 

例２ 

問３ 
 

 

問２ 
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(4) log𝑎 64 = 3 
log𝑎 64 = 3 ⇔ 𝑎3 = 64 

であるから，log𝑎 64 = 3 を満たす 𝑎 の値は 

𝑎 = 4 
 

log4 8 の値を求めなさい。 

 

log4 8 = 𝑥 とおくと  4𝑥 = 8 

4𝑥 = (22)𝑥 = 22𝑥 , 8 = 23より  22𝑥 = 23 

よって  2𝑥 = 3 

したがって  𝑥 = 3
2
 

すなわち  log4 8 = 𝟑
𝟐
 

 
次の値を求めなさい。 

(1) log5 25 

log5 25 = 𝑥 とおくと  5𝑥 = 25 

25 = 52より   5𝑥 = 52 

よって      𝑥 = 2 

すなわち  log5 25 = 2 

 
(2) log9 3 

log9 3 = 𝑥 とおくと  9𝑥 = 3 

9𝑥 = (32)𝑥 = 32𝑥 より  32𝑥 = 31 

よって      2𝑥 = 1 

したがって   𝑥 = 1
2
 

すなわち  log9 3 = 1
2
 

 
(3) log2 √2 

log2 √2 = 𝑥 とおくと  2𝑥 = √2 

√2 = 2
1
2 より   2𝑥 = 2

1
2 

よって      𝑥 = 1
2
 

すなわち  log2 √2 = 𝟏
𝟐
 

(4) log1
2

8 

log1
2

8 = 𝑥 とおくと �1
2
�
𝑥

= 8 

�1
2
�
𝑥

= (2−1)𝑥 = 2−𝑥，8 = 23より 

       2−𝑥 = 23 
よって    −𝑥 = 3 

したがって   𝑥 = −3 

すなわち  log1
2

8 = −3 

  

例題 

１ 

解
  

問４ 
 

 



改訂 新数学 II 4 章 指数関数と対数関数                  

3 

 
（教科書 p.114） 

𝑎0 = 1, 𝑎1 = 𝑎 より 

（⑤  log𝑎 1 = 0  ），（⑥  log𝑎 𝑎 = 1  ） 

が成り立つことがわかる。 

対数には，このほかにどのような性質があるか調べてみよう。 

たとえば 

log2(4 × 8) = log2 32 = 5 

log2 4 + log2 8 = 2 + 3 = 5 

であるから 

log2(4 × 8) = log2 4 + log2 8 

が成り立つ。また 

log2 43 = log2 64 = 6 

3log2 4 = 3 × 2 = 6 

であるから 

log2 43 = 3log2 4 

が成り立つ。 

 
上にならって，log2

32
8

= log2 32 − log2 8 が成り立つことを確かめなさい。 

log2
32
8

= log2 4 = 2 

log2 32 − log2 8 = 5 − 3 = 2 

であるから 

log2
32
8

= log2 32 − log2 8 

が成り立つ。 

 
一般に，正の数 𝑀, 𝑁 と実数 𝑘 に対して，次の公式が成り立つ。 

対数の性質 

𝑎 を 1 以外の正の数とするとき 

［1］ 𝐥𝐥𝐥𝒂(𝑴 × 𝑵) = 𝐥𝐥𝐥𝒂 𝑴 + 𝐥𝐥𝐥𝒂 𝑵 

［2］ 𝐥𝐥𝐥𝒂
𝑴
𝑵

= 𝐥𝐥𝐥𝒂 𝑴 − 𝐥𝐥𝐥𝒂 𝑵 

［3］ 𝐥𝐥𝐥𝒂 𝑴𝒌 = 𝒌 𝐥𝐥𝐥𝒂𝑴 

（教科書 p.115） 

(1) log5 2 + log5 3 = log5(  2  ×   3  ) 

= log5 6 

(2) log5 14 − log5 2 = log5
（  14  ）

（  2  ）
 

= log5 7 

(3) log3 16 = log3 2（  4  ） 

= 4log3 2 

(4) log3 27 = log3 3（  3  ） 

= （  3  ）log3 3 

= 3 × （  1  ） = 3 

 
次の   にあてはまる数を入れなさい。 

(1) log2 5 + log2 3 = log2   

= log2(5 × 3) 

= log2 15  
 

(2) log7 2 + log7 5 = log7   

= log7(2 × 5) 

= log7 10  

 

(3) log10 18 − log10 3 = log10    

= log10
18
3

 

= log10 6  

 

(4) log2 9 − log2 3 = log2   

= log2
9
3
 

= log2 3  

  

例３ 

問６ 
 

 

2 対数の性質 

問５ 
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(5) log4 9 =   log4 3 

= log4 32 

= 2 log4 3 

 

(6) log6 36 =   

= log6 62 

= 2 log6 6 

= 2 × 1 

= 2  

 

次の計算をしなさい。 

(1) log6 3 + log6 12   (2) log3 √6 − log3 √2 

 

(1) log6 3 + log6 12 

= log6(3 × 12) 

= log6 36 

= log6 62 

= 2log6 6 

= 2 × 1 

= 2 

(2) log3 √6 − log3 √2 

= log3
√6
√2

 

= log3 √3 

= log3 3
1
2 

=
1
2

log3 3 

=
1
2

× 1 

=
1
2
 

次の計算をしなさい。 

(1) log4 2 + log4 32 

= log4(2 × 32) 

= log4 64 

= log4 43 

= 3 log4 4 

= 3 × 1 

= 3 

 

 

(2) log6
9
2

+ log6 8 

= log6 �
9
2

× 8� 

= log6 36 

= log6 62 

= 2 log6 6 

= 2 × 1 

= 2 

 

 

(3) log3 54 − log3 2 

= log3
54
2

 

= log3 27 

= log3 33 

= 3log3 3 

= 3 × 1 

= 3 

 

問７ 
 

 

例題 

２ 

解
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(4) log5 √30 − log5 √6 

= log5
√30
√6

 

= log5 √5 

= log5 5
1
2 

=
1
2

log5 5 

=
1
2

× 1 

=
1
2
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（教科書 p.116） 

𝑥 を正の数，𝑎 を 1 以外の正の数とするとき 

𝒚 =（⑦  log𝑎 𝑥  ） 

で表される関数を，𝑎 を（⑧  底  ）とする 

 𝑥 の（⑨  対数関数  ）という。 

 

 

対数関数 𝑦 = log2 𝑥 のグラフをかくために，𝑥 > 0 の範囲での 𝑥 の値に対応する 𝑦 の値を

求めて表に表すと，次のようになる。 

𝑥 ⋯ 1
8
 

1
4
 

1
2
 1 2 4 8 ⋯ 

𝑦 = log2 𝑥 ⋯ −3 −2 −1 0 1 2 3 ⋯ 
 

 

𝑦 = log2 𝑥 のグラフをかくと，下の図のような曲線になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右の表を完成し，対数関数 𝑦 = log1
2
𝑥 の 

グラフを，上の図にかきなさい。 

 

 

 

 

一般に，対数関数 𝑦 = log𝑎 𝑥 のグラフは，次の性質をもっている。 

対数関数 𝒚 = 𝐥𝐥𝐥𝒂 𝒙 のグラフ 

［1］ 2 点 (1, 0), (𝑎, 1) を通る。 

［2］ 𝑥 > 0 の範囲にある。 

［3］ 𝑦 軸がグラフの漸近線となる。 

［4］ 𝑎 > 1 のとき， 𝑥 の値が増加すると 𝑦 の値も増加する。 

0 < 𝑎 < 1 のとき，𝑥 の値が増加すると 𝑦 の値は減少する。 

 

対数関数 𝑦 = log𝑎 𝑥 のグラフから，次のことがわかる。 

(1) 𝒂 > 𝟏 のとき 

𝟎 < 𝑴 < 𝑵 ⇔ 𝐥𝐥𝐥𝒂 𝑴 < 𝐥𝐥𝐥𝒂 𝑵 

(2) 𝟎 < 𝒂 < 𝟏 のとき 

𝟎 < 𝑴 < 𝑵 ⇔ 𝐥𝐥𝐥𝒂 𝑴 > 𝐥𝐥𝐥𝒂 𝑵 

  
 

  

  𝑥   … 1
8
 

1
4
 

1
2
 1 2 4 8 … 

𝑦 = log1
2
𝑥 … 𝟑 𝟐 𝟏 𝟎 −𝟏 −𝟐 −𝟑 … 

例４ 

 

問８ 
 
 

 

3 対数関数とそのグラフ 

対数関数のグラフとその性質 
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(1) log2 3 , log2 5 の大小を調べてみよう。 

真数の大小を比べると （  3  ） < （  5  ） 
底 2 は 1 より（  大きい  ）から 

log2 3 < log2 5 

(2) log1
2

3 , log1
2

5 の大小を調べてみよう。 

真数の大小を比べると （  3  ） < （  5  ） 
底 1

2
 は 1 より（  小さい  ）から 

log1
2

3 > log1
2

5 

 

次の数を小さい方から順に並べなさい。 

(1) log2 2 , log2 7 , log2 4 

真数を小さい順に並べると  2，4，7 

底 2 は 1 より大きいから 

log2 2 < log2 4 < log2 7 

よって  log2 2， log2 4， log2 7 

(2)  log1
3

1 , log1
3

5 , log1
3

2 

真数を小さい順に並べると  1，2，5 

底 1
3
 は 1 より小さいから 

log1
3

1 > log1
3

2 > log1
3

5 

よって  log1
3

5 ，log1
3

2， log1
3

1 

 
（教科書 p.118） 

10 を底とする対数 log10 𝑀 を（⑩  常用対数  ）という。 

190, 191 ページには，1.00 から 9.99 までの数 𝑀 の小数第 4 位まで 

の常用対数 log10 𝑀 の表がある。 

 

たとえば，log10 1.13 の値は，常用対数表を用いて調べると 

log10 1.13 =（⑪  0.0531  ） 

であることがわかる。 

 

次の値を常用対数表を用いて求めなさい。 

(1) log10 3.00 

= 0.4771 

(2) log10 6.31 

= 0.8000 

(3) log10 7.08 

= 0.8500 

 

(1) log10 122 = log10 �  1.22  × 10（  2  ）� 

= log10 1.22 + log10 102 

= 0.0864 + 2 

= 2.0864 

(2) log10 0.143 = log10 �  1.43  × 10（  −1  ）� 

= log10 1.43 + log10 10−1 

= 0.1553 − 1 

= −0.8447 

 

常用対数表を用いて，次の値を小数第 4 位まで求めなさい。 

(1) log10 429  (2) log10 0.0563 

= log10(4.29 × 102)    = log10(5.63 × 10−2) 
= log10 4.29 + log10 102    = log10 5.63 + log10 10−2 
= 0.6325 + 2     = 0.7505 − 2 
= 𝟐.𝟔𝟔𝟔𝟔     = −𝟏.𝟐𝟐𝟐𝟐 

  

問９ 
 
 

 

例５ 

 

例６ 

 

4 常用対数 

問 10 
 
 
 

 

問 11 
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（教科書 p.119） 

 

一般に，𝑛 桁の正の整数 𝑀 は 10𝑛−1 ≦ 𝑀 < 10𝑛 を満たす。 

このことを利用して，累乗を用いて表された正の整数の桁数を調べてみよう。 

 

230 の桁数を求めなさい。ただし，log10 2 = 0.3010 とする。 

 

 

log10 2 = 0.3010 より 

2 = 100.3010 

したがって 

230 = (100.3010)30 

= 100.3010×30 

= 109.03 

109 < 230 < 1010 となるから，230 の桁数は 10 桁である。 

 

次の数の桁数を求めなさい。 

ただし，log10 2 = 0.3010, log10 3 = 0.4771 とする。 

(1) 220 
log10 2 = 0.3010より 

2 = 100.3010 
したがって 

220 = (100.3010)20 
= 100.3010×20 
= 106.02 

106 < 220 < 107 となるから，220 の桁数は 7 桁である。 

 

(2)  310 

log10 3 = 0.4771 より 

3 = 100.4771 

したがって 

310 = (100.4771)10 

= 100.4771×10 

= 104.771 

104 < 310 < 105 となるから，310 の桁数は 5 桁である。 

 

 

（教科書 p.120） 

 

一般に，𝑎, 𝑐 を 1 以外の正の数，𝑏 を正の数とするとき 

log𝑎 𝑏 = 
log𝑐（⑫  𝑏  ） 

log𝑐（⑬  𝑎  ） 

が成り立つ。これを（⑭  底の変換公式  ）という。 

 

(1) log8 4 = log2 4
log2 8

= log2 22

log2 23
= 2 log2 2

3 log2 2
= 2

3
 

 

(2) log2 3 × log3 2 = log2 3 × log2 2
log2 3

= log2 2 = 1 

 

次の値を求めなさい。 

(1) log8 16 

=
log2 16
log2 8

 

=
log2 24

log2 23
 

=
4 log2 2
3 log2 2

 

=
4
3
 

(2) log9 3 

=
log3 3
log3 9

 

=
log3 3

log3 32
 

=
log3 3

2 log3 3
 

=
1
2
 

  

整数の桁数 

例題 

３ 

解
  

問 12 
 
 
 
 

 

例１ 

 

問１ 
 
 
 

 

チャレンジ 底の変換公式 
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(3) log2 3 × log3 8 

= log2 3 ×
log2 8
log2 3

 

= log2 8 

= log2 23 

= 3log2 2  

= 3 
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（教科書 p.121） 

 

 

次の等式を log𝑎 𝑀 = 𝑝 の形に表しなさい。 

(1) 103 = 1000 

log10 1000 = 3 

 

(2) 7
1
2 = √7 

log7 √7 =
1
2

 

 

(3) 2−5 = 1
32

 

log2

1
32

= −5 

 

次の等式を満たす 𝑀 の値を求めなさい。 

(1) log3 𝑀 = 4 

log3 𝑀 = 4 ⇔ 34 = 𝑀 

であるから，log3 𝑀 = 4 を満たす 𝑀 の値は 

𝑀 = 34 = 81 

 

(2) log4 𝑀 = 0 

log4 𝑀 = 0 ⇔ 40 = 𝑀 

であるから，log4 𝑀 = 0 を満たす 𝑀 の値は 

𝑀 = 40 = 1 

 

(3) log2 𝑀 = −3 

log2 𝑀 = −3 ⇔ 2−3 = 𝑀 

であるから，log2 𝑀 = −3 を満たす 𝑀 の値は 

𝑀 = 2−3 =
1

23
=

1
8
 

 

 

 

 

次の等式を満たす 𝑎 の値を求めなさい。 

(1) log𝑎 9 = 2 

log𝑎 9 = 2 ⇔ 𝑎2 = 9 

であるから，log𝑎 9 = 2 を満たす 𝑎 の値は 

𝑎 = 3 

 

(2)  log𝑎 32 = 5 

log𝑎 32 = 5 ⇔ 𝑎5 = 32 

であるから，log𝑎 32 = 5 を満たす 𝑎 の値は 

𝑎 = 2 

 

(3) log𝑎
1
81

= 4 

log𝑎
1

81
= 4 ⇔ 𝑎4 =

1
81

 

であるから，log𝑎
1
81

= 4 を満たす 𝑎 の値は 

𝑎 =
1
3
 

 

 

次の値を求めなさい。 

(1) log4 64 

log4 64 = 𝑥 とおくと  4𝑥 = 64 

64 = 43 より  4𝑥 = 43 

よって     𝑥 = 3 

すなわち   log4 64 = 3 

 

(2) log25 5 

log25 5 = 𝑥 とおくと  25𝑥 = 5 

25𝑥 = (52)𝑥 = 52𝑥  より   52𝑥 = 51 

よって       2𝑥 = 1 

したがって    𝑥 = 1
2
 

すなわち  log25 5 = 𝟏
𝟐
 

  

１ 

２ 

復 習 問 題 ３ 
 

４ 
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(3) log27 3 

log27 3 = 𝑥 とおくと  27𝑥 = 3 

27𝑥 = (33)𝑥 = 33𝑥 より  33𝑥 = 31 
よって     3𝑥 = 1 

したがって     𝑥 = 1
3
 

すなわち  log27 3 = 1
3
 

 

(4) log4 √2 

log4 √2 = 𝑥 とおくと  4𝑥 = √2 

4𝑥 = (22)𝑥 = 22𝑥，√2 = 2
1
2 より 

22𝑥 = 2
1
2 

よって     2𝑥 = 1
2
 

したがって      𝑥 = 1
4
 

すなわち  log4 √2 = 1
4
 

 

 

次の計算をしなさい。 

(1) log10 5 + log10 20 

= log10(5 × 20) 

= log10 100 

= log10 102 

= 2 log10 10 

= 2 × 1 

= 2 

 

(2) log2
8
3

+ log2 6 

= log2 �
8
3

× 6� 

= log2 16 

= log2 24 

= 4 log2 2 

= 4 × 1 

= 4 

(3) log3 108 − log3 4 

= log3
108

4
 

= log3 27 

= log3 33 

= 3 log3 3 

= 3 × 1 

= 3 

 

 

(4) log6 √30 − log6 √5 

= log6
√30
√5

 

= log6 √6 

= log6 6
1
2 

=
1
2

log6 6 

=
1
2

× 1 

=
1
2
 

 

 

次の数を小さい方から順に並べなさい。 

(1) log3 2 , log3 5 , log3 4 

真数を小さい順に並べると  2，4，5 

底 3 は 1 より大きいから 

log3 2 < log3 4 < log3 5 

よって  log3 2 ， log3 4 ， log3 5 

 

  

５ 
 

６ 
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(2) log1
2

6 , log1
2

7 , log1
2

5 

真数を小さい順に並べると  5，6，7 

底 1
2
 は 1 より小さいから 

log1
2

5 > log1
2

6 > log1
2

7 

よって  log1
2

7 ， log1
2

6 ， log1
2

5 

 

 

log10 3 = 0.4771 を用いて，次の値を小数第 4 位まで求めなさい。 

(1) log10 9  

= log10 32 

= 2 log10 3 

= 2 × 0.4771 

= 0.9542 

 

 

 

(2) log10 0.3  

= log10(3 × 10−1) 

= log10 3 + log10 10−1 

= 0.4771 − 1 

= −0.5229 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

320 の桁数を求めなさい。ただし，log10 3 = 0.4771 とする。 

log10 3 = 0.4771 より 

3 = 100.4771 

したがって 

320 = (100.4771)20 

= 100.4771×20 

= 109.542 

109 < 320 < 1010 となるから，320 の桁数は 10 桁である。 

 

７ 

８ 
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（教科書 p.112） 
一般に，𝑎 を 1 以外の正の数とするとき， 

指数関数 𝑦 = 𝑎𝑥 のグラフからわかるように， 

与えられた正の数 𝑀 に対して 

𝑎𝑝 = 𝑀 

となる 𝑝 の値がただ 1 つ定まる。 

この 𝑝 を（①  log𝑎 𝑀  ）で表し， 

𝑎 を（②  底  ）とする 𝑀 の 

（③  対数  ）という。 

また，𝑀 を log𝑎 𝑀 の（④  真数  ）という。 

 

指数と対数 

𝑎 を 1 以外の正の数，𝑀 を正の数とするとき 
𝒂𝒑 = 𝑴  ⇔   𝐥𝐥𝐥𝒂 𝑴 = 𝒑 

 

 

(1) 23 = 8 であるから  log2 8 = 3 

 

(2) 2−3 = 1
23

= 1
8
 であるから  log2

1
8

= −3 

 

次の等式を log𝑎 𝑀 = 𝑝 の形に表しなさい。 

(1) 102 = 100 

log10 100 = 2 

 

(2) 34 = 81 

log3 81 = 4 

 

(3) 5−2 =
1

25
 

log5
1

25
= −2 

 

 

次の等式を 𝑎𝑝 = 𝑀 の形に表しなさい。 

(1) log2 16 = 4 

24 = 16 

 

(2) log3
1

9
= −2 

3−2 =
1
9
 

 

(1) log3 𝑀 = 2 ⇔ 3（  2  ） = 𝑀 
であるから，log3 𝑀 = 2 を満たす 𝑀 の値は 

𝑀 = 3（  2  ） = 9 

 

(2) log𝑎 27 = 3 ⇔𝑎（  3  ） = 27 

であるから，log𝑎 27 = 3 を満たす 𝑎 の値は 

𝑎 = 3 

 

次の等式を満たす 𝑀, 𝑎 の値を求めなさい。 

(1) log2 𝑀 = 4 

log2 𝑀 = 4 ⇔ 24 = 𝑀 

であるから，log2 𝑀 = 4 を満たす 𝑀 の値は 

𝑀 = 24 = 16 

 
(2) log5 𝑀 = 3 

log5 𝑀 = 3 ⇔ 53 = 𝑀 

であるから，log5 𝑀 = 3を満たす 𝑀 の値は 

𝑀 = 53 = 125 

 
(3) log𝑎 81 = 2 

log𝑎 81 = 2 ⇔ 𝑎2 = 81 

であるから，log𝑎 81 = 2を満たす 𝑎 の値は 

𝑎 = 9 

  

2 節 対数関数 

１ 対数 

例１ 

問１ 
 

 

例２ 

問３ 
 

 

問２ 
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(4) log𝑎 64 = 3 
log𝑎 64 = 3 ⇔ 𝑎3 = 64 

であるから，log𝑎 64 = 3 を満たす 𝑎 の値は 

𝑎 = 4 
 

log4 8 の値を求めなさい。 

 

log4 8 = 𝑥 とおくと  4𝑥 = 8 

4𝑥 = (22)𝑥 = 22𝑥 , 8 = 23より  22𝑥 = 23 

よって  2𝑥 = 3 

したがって  𝑥 = 3
2
 

すなわち  log4 8 = 𝟑
𝟐
 

 
次の値を求めなさい。 

(1) log5 25 

log5 25 = 𝑥 とおくと  5𝑥 = 25 

25 = 52より   5𝑥 = 52 

よって      𝑥 = 2 

すなわち  log5 25 = 2 

 
(2) log9 3 

log9 3 = 𝑥 とおくと  9𝑥 = 3 

9𝑥 = (32)𝑥 = 32𝑥 より  32𝑥 = 31 

よって      2𝑥 = 1 

したがって   𝑥 = 1
2
 

すなわち  log9 3 = 1
2
 

 
(3) log2 √2 

log2 √2 = 𝑥 とおくと  2𝑥 = √2 

√2 = 2
1
2 より   2𝑥 = 2

1
2 

よって      𝑥 = 1
2
 

すなわち  log2 √2 = 𝟏
𝟐
 

(4) log1
2

8 

log1
2

8 = 𝑥 とおくと �1
2
�
𝑥

= 8 

�1
2
�
𝑥

= (2−1)𝑥 = 2−𝑥，8 = 23より 

       2−𝑥 = 23 
よって    −𝑥 = 3 

したがって   𝑥 = −3 

すなわち  log1
2

8 = −3 

  

例題 

１ 

解
  

問４ 
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（教科書 p.114） 

𝑎0 = 1, 𝑎1 = 𝑎 より 

（⑤  log𝑎 1 = 0  ），（⑥  log𝑎 𝑎 = 1  ） 

が成り立つことがわかる。 

対数には，このほかにどのような性質があるか調べてみよう。 

たとえば 

log2(4 × 8) = log2 32 = 5 

log2 4 + log2 8 = 2 + 3 = 5 

であるから 

log2(4 × 8) = log2 4 + log2 8 

が成り立つ。また 

log2 43 = log2 64 = 6 

3log2 4 = 3 × 2 = 6 

であるから 

log2 43 = 3log2 4 

が成り立つ。 

 
上にならって，log2

32
8

= log2 32 − log2 8 が成り立つことを確かめなさい。 

log2
32
8

= log2 4 = 2 

log2 32 − log2 8 = 5 − 3 = 2 

であるから 

log2
32
8

= log2 32 − log2 8 

が成り立つ。 

 
一般に，正の数 𝑀, 𝑁 と実数 𝑘 に対して，次の公式が成り立つ。 

対数の性質 

𝑎 を 1 以外の正の数とするとき 

［1］ 𝐥𝐥𝐥𝒂(𝑴 × 𝑵) = 𝐥𝐥𝐥𝒂 𝑴 + 𝐥𝐥𝐥𝒂 𝑵 

［2］ 𝐥𝐥𝐥𝒂
𝑴
𝑵

= 𝐥𝐥𝐥𝒂 𝑴 − 𝐥𝐥𝐥𝒂 𝑵 

［3］ 𝐥𝐥𝐥𝒂 𝑴𝒌 = 𝒌 𝐥𝐥𝐥𝒂𝑴 

（教科書 p.115） 

(1) log5 2 + log5 3 = log5(  2  ×   3  ) 

= log5 6 

(2) log5 14 − log5 2 = log5
（  14  ）

（  2  ）
 

= log5 7 

(3) log3 16 = log3 2（  4  ） 

= 4log3 2 

(4) log3 27 = log3 3（  3  ） 

= （  3  ）log3 3 

= 3 × （  1  ） = 3 

 
次の   にあてはまる数を入れなさい。 

(1) log2 5 + log2 3 = log2   

= log2(5 × 3) 

= log2 15  
 

(2) log7 2 + log7 5 = log7   

= log7(2 × 5) 

= log7 10  

 

(3) log10 18 − log10 3 = log10    

= log10
18
3

 

= log10 6  

 

(4) log2 9 − log2 3 = log2   

= log2
9
3
 

= log2 3  

  

例３ 

問６ 
 

 

2 対数の性質 

問５ 
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(5) log4 9 =   log4 3 

= log4 32 

= 2 log4 3 

 

(6) log6 36 =   

= log6 62 

= 2 log6 6 

= 2 × 1 

= 2  

 

次の計算をしなさい。 

(1) log6 3 + log6 12   (2) log3 √6 − log3 √2 

 

(1) log6 3 + log6 12 

= log6(3 × 12) 

= log6 36 

= log6 62 

= 2log6 6 

= 2 × 1 

= 2 

(2) log3 √6 − log3 √2 

= log3
√6
√2

 

= log3 √3 

= log3 3
1
2 

=
1
2

log3 3 

=
1
2

× 1 

=
1
2
 

次の計算をしなさい。 

(1) log4 2 + log4 32 

= log4(2 × 32) 

= log4 64 

= log4 43 

= 3 log4 4 

= 3 × 1 

= 3 

 

 

(2) log6
9
2

+ log6 8 

= log6 �
9
2

× 8� 

= log6 36 

= log6 62 

= 2 log6 6 

= 2 × 1 

= 2 

 

 

(3) log3 54 − log3 2 

= log3
54
2

 

= log3 27 

= log3 33 

= 3log3 3 

= 3 × 1 

= 3 

 

問７ 
 

 

例題 

２ 

解
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(4) log5 √30 − log5 √6 

= log5
√30
√6

 

= log5 √5 

= log5 5
1
2 

=
1
2

log5 5 

=
1
2

× 1 

=
1
2
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（教科書 p.116） 

𝑥 を正の数，𝑎 を 1 以外の正の数とするとき 

𝒚 =（⑦  log𝑎 𝑥  ） 

で表される関数を，𝑎 を（⑧  底  ）とする 

 𝑥 の（⑨  対数関数  ）という。 

 

 

対数関数 𝑦 = log2 𝑥 のグラフをかくために，𝑥 > 0 の範囲での 𝑥 の値に対応する 𝑦 の値を

求めて表に表すと，次のようになる。 

𝑥 ⋯ 1
8
 

1
4
 

1
2
 1 2 4 8 ⋯ 

𝑦 = log2 𝑥 ⋯ −3 −2 −1 0 1 2 3 ⋯ 
 

 

𝑦 = log2 𝑥 のグラフをかくと，下の図のような曲線になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右の表を完成し，対数関数 𝑦 = log1
2
𝑥 の 

グラフを，上の図にかきなさい。 

 

 

 

 

一般に，対数関数 𝑦 = log𝑎 𝑥 のグラフは，次の性質をもっている。 

対数関数 𝒚 = 𝐥𝐥𝐥𝒂 𝒙 のグラフ 

［1］ 2 点 (1, 0), (𝑎, 1) を通る。 

［2］ 𝑥 > 0 の範囲にある。 

［3］ 𝑦 軸がグラフの漸近線となる。 

［4］ 𝑎 > 1 のとき， 𝑥 の値が増加すると 𝑦 の値も増加する。 

0 < 𝑎 < 1 のとき，𝑥 の値が増加すると 𝑦 の値は減少する。 

 

対数関数 𝑦 = log𝑎 𝑥 のグラフから，次のことがわかる。 

(1) 𝒂 > 𝟏 のとき 

𝟎 < 𝑴 < 𝑵 ⇔ 𝐥𝐥𝐥𝒂 𝑴 < 𝐥𝐥𝐥𝒂 𝑵 

(2) 𝟎 < 𝒂 < 𝟏 のとき 

𝟎 < 𝑴 < 𝑵 ⇔ 𝐥𝐥𝐥𝒂 𝑴 > 𝐥𝐥𝐥𝒂 𝑵 

  
 

  

  𝑥   … 1
8
 

1
4
 

1
2
 1 2 4 8 … 

𝑦 = log1
2
𝑥 … 𝟑 𝟐 𝟏 𝟎 −𝟏 −𝟐 −𝟑 … 

例４ 

 

問８ 
 
 

 

3 対数関数とそのグラフ 

対数関数のグラフとその性質 
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(1) log2 3 , log2 5 の大小を調べてみよう。 

真数の大小を比べると （  3  ） < （  5  ） 
底 2 は 1 より（  大きい  ）から 

log2 3 < log2 5 

(2) log1
2

3 , log1
2

5 の大小を調べてみよう。 

真数の大小を比べると （  3  ） < （  5  ） 
底 1

2
 は 1 より（  小さい  ）から 

log1
2

3 > log1
2

5 

 

次の数を小さい方から順に並べなさい。 

(1) log2 2 , log2 7 , log2 4 

真数を小さい順に並べると  2，4，7 

底 2 は 1 より大きいから 

log2 2 < log2 4 < log2 7 

よって  log2 2， log2 4， log2 7 

(2)  log1
3

1 , log1
3

5 , log1
3

2 

真数を小さい順に並べると  1，2，5 

底 1
3
 は 1 より小さいから 

log1
3

1 > log1
3

2 > log1
3

5 

よって  log1
3

5 ，log1
3

2， log1
3

1 

 
（教科書 p.118） 

10 を底とする対数 log10 𝑀 を（⑩  常用対数  ）という。 

190, 191 ページには，1.00 から 9.99 までの数 𝑀 の小数第 4 位まで 

の常用対数 log10 𝑀 の表がある。 

 

たとえば，log10 1.13 の値は，常用対数表を用いて調べると 

log10 1.13 =（⑪  0.0531  ） 

であることがわかる。 

 

次の値を常用対数表を用いて求めなさい。 

(1) log10 3.00 

= 0.4771 

(2) log10 6.31 

= 0.8000 

(3) log10 7.08 

= 0.8500 

 

(1) log10 122 = log10 �  1.22  × 10（  2  ）� 

= log10 1.22 + log10 102 

= 0.0864 + 2 

= 2.0864 

(2) log10 0.143 = log10 �  1.43  × 10（  −1  ）� 

= log10 1.43 + log10 10−1 

= 0.1553 − 1 

= −0.8447 

 

常用対数表を用いて，次の値を小数第 4 位まで求めなさい。 

(1) log10 429  (2) log10 0.0563 

= log10(4.29 × 102)    = log10(5.63 × 10−2) 
= log10 4.29 + log10 102    = log10 5.63 + log10 10−2 
= 0.6325 + 2     = 0.7505 − 2 
= 𝟐.𝟔𝟔𝟔𝟔     = −𝟏.𝟐𝟐𝟐𝟐 

  

問９ 
 
 

 

例５ 

 

例６ 

 

4 常用対数 

問 10 
 
 
 

 

問 11 
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（教科書 p.119） 

 

一般に，𝑛 桁の正の整数 𝑀 は 10𝑛−1 ≦ 𝑀 < 10𝑛 を満たす。 

このことを利用して，累乗を用いて表された正の整数の桁数を調べてみよう。 

 

230 の桁数を求めなさい。ただし，log10 2 = 0.3010 とする。 

 

 

log10 2 = 0.3010 より 

2 = 100.3010 

したがって 

230 = (100.3010)30 

= 100.3010×30 

= 109.03 

109 < 230 < 1010 となるから，230 の桁数は 10 桁である。 

 

次の数の桁数を求めなさい。 

ただし，log10 2 = 0.3010, log10 3 = 0.4771 とする。 

(1) 220 
log10 2 = 0.3010より 

2 = 100.3010 
したがって 

220 = (100.3010)20 
= 100.3010×20 
= 106.02 

106 < 220 < 107 となるから，220 の桁数は 7 桁である。 

 

(2)  310 

log10 3 = 0.4771 より 

3 = 100.4771 

したがって 

310 = (100.4771)10 

= 100.4771×10 

= 104.771 

104 < 310 < 105 となるから，310 の桁数は 5 桁である。 

 

 

（教科書 p.120） 

 

一般に，𝑎, 𝑐 を 1 以外の正の数，𝑏 を正の数とするとき 

log𝑎 𝑏 = 
log𝑐（⑫  𝑏  ） 

log𝑐（⑬  𝑎  ） 

が成り立つ。これを（⑭  底の変換公式  ）という。 

 

(1) log8 4 = log2 4
log2 8

= log2 22

log2 23
= 2 log2 2

3 log2 2
= 2

3
 

 

(2) log2 3 × log3 2 = log2 3 × log2 2
log2 3

= log2 2 = 1 

 

次の値を求めなさい。 

(1) log8 16 

=
log2 16
log2 8

 

=
log2 24

log2 23
 

=
4 log2 2
3 log2 2

 

=
4
3
 

(2) log9 3 

=
log3 3
log3 9

 

=
log3 3

log3 32
 

=
log3 3

2 log3 3
 

=
1
2
 

  

整数の桁数 

例題 

３ 

解
  

問 12 
 
 
 
 

 

例１ 

 

問１ 
 
 
 

 

チャレンジ 底の変換公式 
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(3) log2 3 × log3 8 

= log2 3 ×
log2 8
log2 3

 

= log2 8 

= log2 23 

= 3log2 2  

= 3 
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（教科書 p.121） 

 

 

次の等式を log𝑎 𝑀 = 𝑝 の形に表しなさい。 

(1) 103 = 1000 

log10 1000 = 3 

 

(2) 7
1
2 = √7 

log7 √7 =
1
2

 

 

(3) 2−5 = 1
32

 

log2

1
32

= −5 

 

次の等式を満たす 𝑀 の値を求めなさい。 

(1) log3 𝑀 = 4 

log3 𝑀 = 4 ⇔ 34 = 𝑀 

であるから，log3 𝑀 = 4 を満たす 𝑀 の値は 

𝑀 = 34 = 81 

 

(2) log4 𝑀 = 0 

log4 𝑀 = 0 ⇔ 40 = 𝑀 

であるから，log4 𝑀 = 0 を満たす 𝑀 の値は 

𝑀 = 40 = 1 

 

(3) log2 𝑀 = −3 

log2 𝑀 = −3 ⇔ 2−3 = 𝑀 

であるから，log2 𝑀 = −3 を満たす 𝑀 の値は 

𝑀 = 2−3 =
1

23
=

1
8
 

 

 

 

 

次の等式を満たす 𝑎 の値を求めなさい。 

(1) log𝑎 9 = 2 

log𝑎 9 = 2 ⇔ 𝑎2 = 9 

であるから，log𝑎 9 = 2 を満たす 𝑎 の値は 

𝑎 = 3 

 

(2)  log𝑎 32 = 5 

log𝑎 32 = 5 ⇔ 𝑎5 = 32 

であるから，log𝑎 32 = 5 を満たす 𝑎 の値は 

𝑎 = 2 

 

(3) log𝑎
1
81

= 4 

log𝑎
1

81
= 4 ⇔ 𝑎4 =

1
81

 

であるから，log𝑎
1
81

= 4 を満たす 𝑎 の値は 

𝑎 =
1
3
 

 

 

次の値を求めなさい。 

(1) log4 64 

log4 64 = 𝑥 とおくと  4𝑥 = 64 

64 = 43 より  4𝑥 = 43 

よって     𝑥 = 3 

すなわち   log4 64 = 3 

 

(2) log25 5 

log25 5 = 𝑥 とおくと  25𝑥 = 5 

25𝑥 = (52)𝑥 = 52𝑥  より   52𝑥 = 51 

よって       2𝑥 = 1 

したがって    𝑥 = 1
2
 

すなわち  log25 5 = 𝟏
𝟐
 

  

１ 

２ 

復 習 問 題 ３ 
 

４ 
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(3) log27 3 

log27 3 = 𝑥 とおくと  27𝑥 = 3 

27𝑥 = (33)𝑥 = 33𝑥 より  33𝑥 = 31 
よって     3𝑥 = 1 

したがって     𝑥 = 1
3
 

すなわち  log27 3 = 1
3
 

 

(4) log4 √2 

log4 √2 = 𝑥 とおくと  4𝑥 = √2 

4𝑥 = (22)𝑥 = 22𝑥，√2 = 2
1
2 より 

22𝑥 = 2
1
2 

よって     2𝑥 = 1
2
 

したがって      𝑥 = 1
4
 

すなわち  log4 √2 = 1
4
 

 

 

次の計算をしなさい。 

(1) log10 5 + log10 20 

= log10(5 × 20) 

= log10 100 

= log10 102 

= 2 log10 10 

= 2 × 1 

= 2 

 

(2) log2
8
3

+ log2 6 

= log2 �
8
3

× 6� 

= log2 16 

= log2 24 

= 4 log2 2 

= 4 × 1 

= 4 

(3) log3 108 − log3 4 

= log3
108

4
 

= log3 27 

= log3 33 

= 3 log3 3 

= 3 × 1 

= 3 

 

 

(4) log6 √30 − log6 √5 

= log6
√30
√5

 

= log6 √6 

= log6 6
1
2 

=
1
2

log6 6 

=
1
2

× 1 

=
1
2
 

 

 

次の数を小さい方から順に並べなさい。 

(1) log3 2 , log3 5 , log3 4 

真数を小さい順に並べると  2，4，5 

底 3 は 1 より大きいから 

log3 2 < log3 4 < log3 5 

よって  log3 2 ， log3 4 ， log3 5 

 

  

５ 
 

６ 
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(2) log1
2

6 , log1
2

7 , log1
2

5 

真数を小さい順に並べると  5，6，7 

底 1
2
 は 1 より小さいから 

log1
2

5 > log1
2

6 > log1
2

7 

よって  log1
2

7 ， log1
2

6 ， log1
2

5 

 

 

log10 3 = 0.4771 を用いて，次の値を小数第 4 位まで求めなさい。 

(1) log10 9  

= log10 32 

= 2 log10 3 

= 2 × 0.4771 

= 0.9542 

 

 

 

(2) log10 0.3  

= log10(3 × 10−1) 

= log10 3 + log10 10−1 

= 0.4771 − 1 

= −0.5229 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

320 の桁数を求めなさい。ただし，log10 3 = 0.4771 とする。 

log10 3 = 0.4771 より 

3 = 100.4771 

したがって 

320 = (100.4771)20 

= 100.4771×20 

= 109.542 

109 < 320 < 1010 となるから，320 の桁数は 10 桁である。 

 

７ 

８ 
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